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＜見出し＞
６月議会
総務委員会、厚生委員会で市民からの陳情
、条例案の審査をおこないました
中原議員
鈴木議員

陳情、条例案に※を付け、解説を囲みでお
こなう。

＜リード＞
６月羽村市議会が続いています。２１日に
は、総務委員会と厚生委員会がひらかれ、
市民からの陳情５件、条例案１件の審査を
おこないました。総務委員会には中原議員
、厚生委員会には鈴木議員が出席し、意見
をのべました。

＜囲み＞
ことばの解説

「陳情」
市役所や議会にたいして、市民から提出さ
れる要望書です。「請願」とは違い、紹介
議員が必要でないことが特徴です。

「条例」
自治体が定める法です。国が定めるのが「
法律」です。憲法には、自治体は「法律の
範囲内で条例を制定することができる」と
決められています。

＜本文＞
総務委員会
中原まさゆき議員

●「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の延
長に関する陳情
＜陳情内容＞
「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効
期限の延長を求める意見書を採択し、その
実現方について国会、内閣等への働きかけ
をお願いします。

中原議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は在
日米軍基地の整理・再編などにより、そこ
で働いていた労働者が職を失うことになり
、それが特定の地域で多く発生することか
ら、その対策を目的に設置されたものであ
る。
　現在においてもアメリカの国防政策や国
際情勢の影響で、米軍基地での雇用関係は
不安定にあり、ひきつづき同法にもとづく
対策は不可欠である。
　羽村市議会としても陳情で要請されてい
る同法の再延長を求める意見書を採択する
必要があり、本陳情は採択すべきである。

この陳情は、総務委員会で採択されました
。

厚生委員会
鈴木たくや議員

●羽村富士見霊園墓地拡張部分の一般公募
についての陳情書
＜陳情内容＞
羽村富士見霊園墓地拡張部分の利用を一般
公募で行なうべく市に働きかけ願いたい。

鈴木議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　羽村駅西口区画整理地域内のお墓を、ま
とめて富士見霊園に移すことを、羽村市は
「区画整理事業の一部分」としておこなっ
ている。「区画整理事業の一部分」として
おこなっている事業のお金は、区画整理会
計から出されるべきである。しかし、すで
に一般会計のお金で、富士見霊園の工事が
おこなわれているのだから、その部分は「
西口専用」ではなく、一般公募で募集する
ように変更すべきである。以上の理由から
、本陳情は採決すべきである。

この陳情は、厚生委員会で不採択となりま
した。

①西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れは１年のみとし、
平成20年３月で終了とするよう西多摩衛生
組合に働きかけてください。
②西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する説明会を求める陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れに関する一般市民
対象の説明会を開催してください。
③西多摩衛生組合の操業状況を日常的に公
表することを求める陳情書
＜陳情内容＞
西多摩衛生組合の操業状況を広報などで日
常的に公表し、定期的に一般市民対象の説
明会を開催するよう、西多摩衛生組合に要
請してください。

鈴木議員は、３つについて採択すべきとの
意見を述べました
＜論旨＞
①今回の小金井市のごみ受け入れは、「多
摩地域ごみ処理広域支援協定」によるもの
と西多摩衛生組合は説明している。しかし
、私は、小金井市の失策が原因で、広域支
援の対象ではないと考える。
　市民には疑問・不安が解決されないまま
残されている。この声にこたえて対策をと
る責任を羽村市は負っている。すくなくと
も、現在の契約が切れる平成２０年３月で
受けいれを終了するよう、羽村市としても
西多摩衛生組合にもとめていくべきである
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

②西多摩衛生組合は、周辺住民を対象に説
明会を開催している。しかし、周辺住民以
外でも、小金井市のごみ受け入れに関する
疑問・不安の声は大きい。市は、「窓口に
質問に来れば、説明する」という消極的姿
勢ではなく、全市民向けの説明会を開催し
、積極的に市民の声にこたえていく責任が
ある。以上の理由から、本陳情を採択すべ
きである。

③陳情の添付資料にもあるように、西多摩
衛生組合において、故障などは日常的に起
きている。
　ごみ焼却施設は、「危険がともなう施設
」である、との認識を、リアリズムにもと
づいてもつことが、操業者、羽村市、市民
ともに必要である。
　その認識の上に立ってお互いが努力を重
ねてこそ、重大な事故を防ぐことができる
。
　ホームページでの情報公開や定期的な報
告会の開催など、誰もが容易に操業状況の
実態を知ることができるよう、羽村市は西
多摩衛生組合へ要請をしていく必要がある
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

この３つの陳情はいづれも厚生委員会で不
採択となりました。

小中学生の医療費窓口負担を今の３割から
２割に引き下げる条例について審査し、全
委員が賛成しました。鈴木議員は「保護者
の願いにこたえる条例案で賛成。さらに医
療費無料化にむけ努力すべき」と意見を述
べました。

無料法律相談
７月10日午後1時30分よりおこないます。
場所は、共産党羽村市委員会事務所です。
事前に予約が必要です。●●までご連絡く
ださい。

鶺鷸
鷽鶫
鵯鶸
鷭鸛

●小中学生の
医療費助成
条例

こ う せ い

　８月５日午後３時から、羽村駅前で「９条守る会・西多摩」の宣伝行動がおこなわれました。

共産党羽村市議団も参加し、「憲法９条を生かした政治をつくるため、ごいっしょに力あわせ

ましょう」との訴えをおこないました。

無料法律相談のお知らせ

８月１４日午後1時30分からです。予約

が必要です。鈴木議員の携帯電話まで。

(０８０－１０５８－９４５０)
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＜大見出し＞
「９条守る会・西多摩」の駅前宣伝
－共産党市議団も参加しました

＜リード＞
　８月５日午後３時から、羽村駅前で
「９条守る会・西多摩」の宣伝行動が
おこなわれました。共産党羽村市議団
も参加し、「憲法９条を生かした政治
をつくるため、ごいっしょに力あわせ
ましょう」との訴えをおこないました
。

＜本文＞
・全国の９条の会は６０００超に。「
９条守る会・西多摩」の駅前宣伝は●
●回目に。
　作家の大江健三郎さん、井上ひさし
さん、評論家の鶴見俊輔さんなどがよ
びかけ人となり、全国に広がっている
「９条の会」の運動。支持政党や宗教
の違いをこえ、「憲法９条を守ろう」
の一点だけでの共同のとりくみは、現
在全国で６０００団体を超えてさらに
広がり続けています。
　羽村市と瑞穂町では、「９条守る会
・西多摩」がつくられ、月１回の駅前
宣伝や会報発行などの活動が継続され
ています。駅前宣伝の回数は今回で●
●回を数えました。
　今回の駅前宣伝は、夏の日差し照り
つける８月５日、広島への原爆投下６
２年目の日を前にしてのとりくみとな
りました。

・宣伝中に、市民から様々な声が寄せ
られる
　この日の気温は３４度。「出歩く人
もまばらでは？」との思いで参加をし
ました。しかし、夏休み中の日曜日と
いうこともあるのでしょうが、予想以
上に駅前は人の行きかいがありました
。手書きの看板を何枚もならべてアピ
ールをしながら、「９条まもりましょ
う」など声をかけながらチラシの配布
をします。また、ハンドマイクを使っ
て参加者が順番に、思い思いの話しを
します。自らの戦争体験、子どもへの
思いと重ね合わせての反戦の願い･･･。
　宣伝中に、市民から様々な声が寄せ
られます。まずは、カメラを首から下
げた初老の男性。これから知り合いの
写真展に向かうところだそうです。「
私の父は３７歳で招集され、５人兄弟
を母だけで育ててもらった。苦労した
と思うよ。２度と戦争するのはだめだ
ね」とはげましの言葉。また、参議院
選挙で自民・公明が敗北したことを話
しているところへ、自転車でとおりか
かった男性。「安倍じゃぁだめだよ。
安倍じゃ。がんばれよ」と。それから
、若い男性が話しかけてきて「もし、
他の国が攻めてきたらどうするんです
んか？」との質問。「軍隊で威嚇をす
るから、攻めてくるのでは。軍隊をも
たないことこそ安全なのでは。」など
の対話に。鈴木議員に小さな男の子が
「あっ、真ちゃんのお父さん。なにし
てるの？」と声をかけて通ります。

・「だんだん反応は良くなっている」
と参加者からの声。
　宣伝は１時間。終了後に参加者から
の感想を聞いてみると、「今日は、チ
ラシの受けとり良かったね。だんだん
反応はよくなっているね。」「結構、
若い人がチラシをとってくれた。いろ
いろ考えてる人が増えているのかな？
」などの声が出され、皆さん、手ごた
えを感じているようでした。今後さら
に運動を広げるためにどうしたら？な
どの意見交換をして、解散となりまし
た。共産党羽村市議団も、「９条を守
ろう」との世論をもっともっと広げる
ため、さらに力をつくしていきたいと
決意を新たにしました。

＜囲み＞
毎月第一日曜日午後３時からの駅前宣
伝
みなさんもお気軽に参加してみません
か

法律相談

ｉｎ羽村駅

全国の「９条の会」は６０００超に

羽村では「９条守る会・西多摩」が活動

●作家の大江健三郎さん、井上ひさしさん、評論家の鶴見俊輔さん

などがよびかけ人となり、全国に広がっている「９条の会」。支持政

党や宗教の違いをこえ、「憲法９条を守ろう」の一点だけでの共同の

とりくみは、全国で６０００団体を超えてさらに広がり続けていま

す。

●羽村市と瑞穂町では、「９条守る会・西多摩」が活動をおこなって

おり、宣伝や会報発行などの活動がねばり強く続けられています。

駅前宣伝は現在月１回のペースでとりくまれています。

●今回の駅前宣伝は、夏の日差し照りつける８月５日、広島への原

爆投下６２年目の日を前にしてのとりくみとなりました。

宣伝中に、市民から様々な声が

●この日の気温は３４度。「出歩く人もまばらでは？」

との思いで参加をしました。しかし、夏休み中の日曜

日ということもあるのでしょうか。思った以上に駅前

は人の行きかいがありました。

●手書きの看板を何枚もならべてアピールをしながら、

「９条まもりましょう」など声をかけつつチラシの配

布をします。また、ハンドマイクを使って参加者が順番に、思い思いの話しをします。

自らの戦争体験、子どもへの思いと重ね合わせての反

戦の願い、などなど…。

●宣伝中に、市民から様々な声が寄せられます。

　まずは、カメラを首から下げた初老の男性。これか

ら知り合いの写真展に向かうところだそうです。「私

の父は３７歳で招集され、５人兄弟を母だけで育てて

もらった。母は苦労したと思うよ。２度と戦争するの

はだめだね」とはげましの言葉。

●また、参議院選挙で自民・公明が敗北したことを話しているところへ、自転車でとおりか

かった男性。「安倍じゃぁだめだよ。安倍じゃ。がんばれよ」と。

●さらに、若い男性が話しかけてきて「もし、他の国が攻めて

きたらどうするんですんか？」との質問。「軍隊で威嚇をするか

ら、攻めてくるのでは。軍隊をもたないことこそ安全なので

は。」などの対話に。

「だんだん反応は良くなっている」と参加者か

らの声

●宣伝は１時間。終了後に参加者から感想を聞いてみると、「今

日は、チラシの受けとり良かったね。

だんだん反応はよくなっているね。」

「結構、若い人がチラシをとってくれた。いろいろ考えてる人が増

えているのかな？」などの声が出され、みなさん、手ごたえを感

じているようでした。

●今後さらに運動を広げるためにどうしたら？などの意見交換を

して、解散となりました。

●共産党羽村市議団も、「９条を守ろう」との世論をさらに広げる

ため、力を尽くしていきたいと決意を新たにしました。

「９条守る会・西多摩」の宣伝は毎月第一日曜日午後３時から。現在は羽村駅東

口で続けられています。みなさんもぜひ参加してみませんか。

「戦争
しない
」

９条守
ろう

訴える市川議員

手書きの看板

当日配布したチラシ

戦争の悲惨さについて対話に

声かけながらチラシを配布します


